
第 1 0 章 異 常 診 断 と 対 策

異常が発生した場合 ､下記の点検および異常診断を行い､原因を把握 して適切な処置を行っ
て下さい｡

下記に該当しないか､部品または装置が故障､破損 したと判断された場合は､速やかに弊社
担当営業までご連絡下さい｡

作業に当たっては､電源の入り切りは作業する方が確認して下さい｡

電源を OFFしてからも主回路に残留電圧が残っているため､ 2-3分経過 してから作業を
行って下さい｡ (正面の LED表示 ｢C‡ARGE｣が消灯していることを確認 して下さい｡)

なお､制御電源分離型で使用されている場合 ､主電源 OFFと同時に制御電源も必ず OFF
L､主回路コンデンサにチャージされている電圧を放電し､ 1分経過 してから作業を行なっ
て下さい｡

また､装置内部に触れる時は､静電気による破損に注意して下さい｡
メガテスタによる絶縁試験は､コントローラを破損することがありますので､絶対に行わな
いで下さい｡

モータの絶縁を測定する場合は､モータとコントローラ間の配線 (U,V,W)の接続を
完全に切 り離 してから行って下さい｡ 

10-1 点検､確認項目

異常発生時には､下記の項目について点検､確認を行って下さい｡
同一型式のコントローラ､モータがある場合には､交換して運転 し､コントローラの故障か
モータの故障か､または外部要因なのかを見極めて下さい｡

【点検､確認項目】 

(1)アラーム表示はどうなっているか｡ 
(2)目視検査で異常はないか｡ 
(3)不具合状況の再現性はあるか､また特定の動作時に発生するか｡ 
(4)発生頻度はどの位か｡ 
(5)使用期間はどの位か｡ 
(6)電源電圧は正常か､また時間帯によって大きく変化しないか｡ 
(7)瞬時停電はなかったか｡ 
(8) モータ,コントローラの温度､および周囲温度は正常か｡ 
(9)モータ,コントローラの設置環境に異常はないか｡
 

(水,油,鉄粉,紙粉,腐食性ガス等)
 
(10)異常が発生するのは､モータの加速時か､減速時か､または定速運転時か｡ 
(ll)異常が発生するのは､負荷変動時か｡
 

(負荷が大きくなる時､または小さくなる時)
 
(12)モータの正回転と逆回転で違いはないか｡ 
(13)無負荷運転で異常がないか｡ 
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10-2 トラブルシューティング

異常が発生 した場合は､下記の手順で原因を把接 し､適切な処置を行 って下さい｡

下記のいずれにも該当 しない場合は､速やかに弊社営業またはサー ビスへご連絡下 さい｡

○ コン トローラが上位の制御装置 と組み合わされている場合は､制御装置と切 り離 して

モータが回転しない(1)


全く回転しない

電源が正しく供給されているか 
(LED表示 rCHARGE｣およびLCDモジュール表示) 
r社マーク｣点灯を確認 *

主回路の配線をチチェェッッククすするる コントロ-ラ､モータ間が正しく配線されているか 
(U.V,W)
端子台のネジがゆるんでいないか 

* :電源が投入されないと点灯しません｡

LCDモジュールの表示を
･コネクタの挿入不貞(接触不貞)､ケーブルの断掛 まないか

･アラーム表示が表示されていないか 
(8-3 ｢保護機能 エラー処理｣参照) 

rRST｣が消灯していること

｢SON｣が点灯していること
 
rEMG｣が消灯していること
 
rFOT｣ rROT｣が消灯していること
 
CLR｣が消灯していること 

(N
r

Cモードおよびパルス列運転時) 
rCIH｣が消灯していること (パルス列運転時) 
rHLD｣が消灯していること 
(自動運転および原点復帰運転時)

･寸動信号 (FJOG､RJOG)や自動スタート信号 (PST)
各指令および が正しく入力されているか

･パルス列指令および位置決めデータが正しく入力または設定
動作南柏信号は正し(

力されている されているか * 

*:状態表示モードで確認できます｡

横械的にロック ･電磁ブレーキが開放されているか

されていないか ･横板系に不具合がある場合は､韻械を直す 

自己診断モードで確認

弊社サービスまで
お問い合わせ下さい｡
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モータが回転しない ()2

トルクが出ない

SP02 ｢モータ選択｣が正しいか
SP03 ｢エンコーダ選択｣が正しいか

パラメータをチェックする SP04 ｢エンコーダパルス選択｣が正しいか
UP02｢速度ループゲイン｣が 000または極端に小さい
億となっ ていないか
UP09｢トルク制限値 +｣､UPI0｢トルク制限値-｣
が 000または極端に小さい値となっていないか

LCDモジュール

表示 ｢ PC｣が 比例制御信号 (PC)をOFFする * 
点灯している *:比例制御信号は停止時の微振動を抑える目的に使用して

下さい｡
モータ動作中に入力されていると過負荷異常や動作不安定
の原因となります

負荷トルクは
状態表示モードでの負荷状態を確認､またモータ電流を測

モータ定格トルク以下か 定し､定格以上の場合､負荷およびモータ容量を再検討する 
(負荷の軽減またはモータ&コントローラの容量アップ)

･負荷運転においてモータの振動が発生する場合は､ ｢モー
無負荷運転は正常か タの回缶が不安定または振動する｣｢過負荷異常が発生

する｣を参照 

弊社サービスまで
お問い合わせ下さい｡ 
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モータの回転が不安定
または振動する

コントローラとモータ間の配線を確認する 

主回路の配線､接地および (U-U､Ⅴ-V､W-Wと正しく接続されていること)

電源電圧をチェックする 第 3種接地以上の接地が確実にとられているか
端子台のネジがゆるんでいないか
供給電源電圧が大きく変動していないか

LCDモジュール
表示 ｢PC｣が点灯して ･比例制御信号(PC)をOFFする

ゲインの設定が
合っていない

下記パラメ-タを調整する *
 
UPO2/ 40｢速度ループゲインJ
 
UP03/ 41｢速度ループ積分時定数 J
 
UP13/ 43｢トルク指令フィルタ周波数｣
 
UP14/ 15｢位置ループゲイン｣


｢サーボロックゲインJ 
UP27 ｢フィードフォワード率｣ 
UP28 ｢パルス列フィードフォワード率｣ 
UP53-55｢加速時間 1-3｣ 
UP56--58｢減速時間 1､3｣

負荷GD2が大きいまたは変動する場合､負荷 GD2を

下げるか､またはモータ容量を上げる
 

*:ゲイン設定が負荷に合っていないと～振動したり動作不安
定となります｡ 
8-5 .r調整｣を参照して､最適値を設定して下さい｡
加減速時のオーバーシュート､アンダーシュー トのみが
問題となる場合は､ ｢加速時間｣､ ｢減速時間｣を長くす
ることによって抑えることができます｡

機械との結合部 (カップリング等)にゆるみやガタがないか
機械の剛性が低い 剛性の高いカップリングに変更する

ベル ト､チェーンの張りを調整する

エンコーダフィード ･エンコーダケーブルの配線不良(接触不良等)
バックパルスは正常か ･エンコーダの故障(エンコーダ交換) 
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N

辛:機械との結合部にゆるみやガタがある場合､異常音や
モー･タ軸の過熱が発生します｡ 
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過負荷異常が発生する 

LCDモジュール

表示 ｢PC｣が点灯 ･比例制御信号 (PC)をOFFする

しているか

機械的にロック ･電磁ブレーキが開放されているか
されていないか

･状態表示モードで負荷状態を確認､またモータ電流を
負荷トルクはモータ 測定し､定格以上の場合､負荷およびモータ容量を再
定格トルク以下か 検討する

モータが振動している ･『モータの回転が不安定または振動する』を参照 *

辛 :8 -5｢調整｣を参照して､最適値を設定して下さい｡

コントローラの

周囲温度が高い
･周囲温度を下げる ( 55℃以下 )

振動､停止の弗度 ･状態表示モードで負荷状態を確認 し､サーマルトリップ率
(デューティーサイクル ) が90%以上の場合は､デューティーサイクルを再検討する 

は適切か

弊社サービスまで
お問い合わせ下さい

-371-



Y 

A 

N 

Y 

Y 

-372-



ihqE

-373-



_..) 

-374-



モータ動作速度が合わない

自動運転時､ Y
･下記パラメータを確認する 

UP16｢電子ギア比分子｣ 
位置決めが正しくない UP17｢電子ギア比分母｣ 

UP18｢指令単位｣ 
UP19｢機械移動量｣ 
UP44｢パルス列指令補正分子｣ 
UP45｢パルス列指令補正分母｣

速度指令値の設定は ･コマンドの速度データ (NCモード)を確認
正しいか

速度オーバーライドの ･診断モードの表示により速度オーバーライド率の設定を
設定は正しいか 確認する 

弊社サービスまで 
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位置決めがずれる日)

毎回同じ量 ずれる

下記パラメ-タを確認する
パラメータをチェックする SPI0 ｢パルス列指令倍率選択｣

UP16 ｢電子ギア比分母｣
UP 17 ｢電子ギア比分母｣
UP 19 ｢機械移動量｣
UP22 ｢バックラッシュ補正値｣
UP36 ｢位置データ基準点｣
UP44｢パルス列指令補正分子｣
UP45 ｢パルス列指令補正分母｣

位置決めデータは正常か ･位置データ､符号､アブソ/インクレの設定を確認する 

N ･診断モードの表示によりアドレス指定を確認する
アドレスの指定は正常か ･自動スタート信号 (RST)とアドレス指定信号 (SS1､

エンコーダフィード ･使用エンコーダのパルス数違い
バックパルスは正常か ･エンコーダの故障(エンコーダ交換)

機械仕様に間違いはないか ･機械系変更､またパラメータの変更を行う 

弊社サービスまで
お問い合わせ下さい
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1013 アラーム発生時の点検要項 と対策

異常が発生 した場合､アラーム表示で異常内容を確認 し､適切な処置を行って下 さい｡

アラームの解除は､必ず異常原因を取 り除いた上で行 って下さい｡

異常の発生を繰 り返 しますと､装置を破損する恐れがあります｡

異 常 内 容 要 因 対 策

【過電流異常】 ･モータの地絡 ･モータ交換

ー

)UVW,,の配線 ( の地絡､

･モータの地絡､コントロー ･コントロ-ラとモ-タ問 ･･安定度調整 ゲイン調整配線修正 (

による電流の振動 や機械系のガタ等改善)

ハロラ源内ののフアン交換 ○･･コノノイイズズ対策除去

ラとモ-タ問の配線 (U,V,W

ノイズによる誤動作･･コントローラ内のフアン停止 ○

.E以上のラげ スコントト最大定格容量が異常温度ロ 時) ･モータ動作不安定や振動1にに達 した○W タ ーラ 短絡5 (
の短絡､地絡や誤配線等により､主回路 ランジスタ過電流が流れた〇･主回路ト

0ms

･供給電源電圧または制御電

源電圧が低下 した○ 量不足の場合も含む) 

･1 以上の瞬時停電があCCA電源 :約A V5
6
1
 以下

7


VV355.
47.
1
十55
V1
V::約約+ 以以下下

【不足電圧異常】 ･･供給電源電圧が低い ( 正 しいまた､電電源源系統､容量､源の除去パワー部のヒューズ断容 ･･電線径を再検討するノノイイズズ対策 を供給する

【過電圧異常】 ･供給電源電圧が高い ･正 しい電源を供給する

･負荷イナ-シャ過大等によ	 ･負荷イナーシャ過大によ ･負荷イナーシャを小 さく

の回生処理能力を越え､主 また､使用回転数を下げ

り､モータ停止時や減速時 る回生エネルギーの過大 する･ノイズによる誤動作

ー39-

++CCDD ?たの配線が細い電電源源端子のネジのゆるみ･･･ノイズによる誤動作



異 常 内 容

【放熱器過熱異常】

【過負荷異常】

･パワー素子の冷却用 ヒー ト

シンクが過熟 した〇･過負荷または許容繰 り返 し頻度過大により､内蔵電子サーマルが動作 したo

【過速度異常】3%以上になったo･モータの回転数が定格回転数の 10


要 因

･負荷の過大

･モータの起動､停止頻度

が高い

コ (,,)の誤配線配線 トローラとモー夕闇UⅤW･･エンンコーダフィー ドバ ツ

ク信号がノイズの影響をうけている･エンコーダの故障

･ブレーキ等による機械的

ロック･モータ動作中に比例制御

信号 (PC)が入力 されている･モータ動作不安定や振動 

による電流の振動･周囲温度が高い､または

通風が悪い

コ .U-ⅤW配線 トローラとモータ問(,,)の誤配線ク信号線の誤配線フイ- ドバ ッ･･･エエンンンココーダダの故障

･負荷イナ- シャ過大､ま

たはゲイン設定不良によ
るオーバーシュー トが大

きい･エンコーダフィー ドバ ツ

対 策

･負荷を軽 くする

･モータの起動､停止頻度

を下げる

配線修正･･ノイズ源の除去

ノイズ対策･エンコ-ダ交換

･ブレーキを開放する

機械に不具合がある場合は､機械を直す(PC)を･比例制御信号 

･安定度調整oFFする (ゲイン調整

や機械系のガタ､結合部のゆるみ､剛性不足等を改善)･周囲温度を下げる

通風冷却を改善する

配線修正･･エンコーダ交換

･負荷イナー シャを小 さく

する､または加速時間を
長 くす る

安定度調整改善) ガタ､結合部(や機械系 ゲイン調整のゆるみ､剛性不足等を･･ノイズ源のの除去 
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異 常 内 容 要 因 対 策

続､またはコネクタの抜け する
･【ーエエダンンケココ-ーーブルの断線や未接 ･･･線､未接続 または誤配線 配線修正ダダの異常､エンコ コネクタの挿入不良異常】 エエ ンンココーーダダケーブルの断の故障 コネクタを確実 に挿入が発生 した○ ･･･エンコーダ交換

【偏差オーバーフロー】 ･負荷の過大 ･負荷を軽 くす る

【偏差異常】･位置偏差がパ ラメータ.UP ･負荷イナー シャ過大､またはゲイン設定不良 によ ･負荷イナー シャを小 さくす る､または加減速時間 

23｢オ-バ-フロ-検出パ るオ-バ- シユ- トが大 を長 くす る

ルス｣の設定値を超えた〇･位置 がパラメータ UP24｢偏偏差差異常検出パルス｣の設定値を超えた o きいコ配線 トローラとモータ間(U,V,W)の誤配線ク信号線の誤配線フイ- ドバ ッ･･･エエンンンココーーダダの故障 安定度調整 (ゲイン調整や機械系のガタ､結合部のゆるみ､剛性不足等を改善)配線修正･･･エンコーダ交換

･エンコーダフィー ドバ ツ ･ノイズ源の除去

ク信号あるいは指令パルスがノイズの影響をうけている･モータ動作中に比例制御 ノイズ対策･比例制御信号 (P C)を

信号 (pC)が入力 され･ているブレーキ等による機械的 OFFす る･プレ-車を開放す る 
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異 常 内 容 要 因 対 策

【システムパラメ-タ異常】 ･ノイズによりパ ラメータ ･ノ イ ズ源の除去
【ユーザパ ラメータ異常】 あるいは位置決めデータ ノイ ズ対策
【プログラム異常】 の内容が壊れた

システムパラメータの内容に異常が発生 した〇ユ -ザパ ラメ-タの内容 に異常が発生 した〇･･･プログラムの内容に異常が発生 した o

【位置決めタイムオーバー】 ･負荷の過大 ･負荷を軽 くする

･ゲイン設定が低す ぎる ･ゲイン設定を上げる

･パ ラメータ UP26｢位置決めタイムオ-バ-｣の設定値を経過 して も位置決めが完了 しないo ･機械系の引 っ掛か り ･機械系の不具合を直す

･パ ラメータの設定不良 ･関係パ ラメータ チェックし､正 しい値をを再設定す る

【正方向オーバー トラベル】

･逆方向オーバー トラベルを

【検検出出 ししたたoo逆 】･正方方 向向オオーーババーー トトララベベルルを

正 ッ【【逆方方 向向ソソフフ トトリリミミットト】】

･現在位置が､パ ラメ-タ 

0 逆方方向向 ソソフフ トトリリミミ正･現在位置が､パラメータ〇UUPP331｢｢ッッ トト｣｣ のの設設定定値値をを超超ええたたo

･制御信号ケーブルの接触

不良､断線､末接続 または誤配線コネクタの挿入不良･･位置決めデータ設定不良

･外部 シーケンス不良

･位置決めデータ設定不良

･パ ラメータの設定不良

配線修正･･コネクタを確実に挿入

す る

･正 しい値を再設定する

･外部 シーケンス修正

･正 しい値を再設定する

･関係パ ラメータ チェックし､正 しい値をを再設定

す る

【EEPROM書込み異常】 ･ノイズにより､EEPROMに ･ノイズ源の除去

なか ったデータの書 き込みが出来 ノイズ対策･装置の故障 ･装置交換 
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異 常 内 容 要 因 対 策

･シ リアル通信 において､回線断が発生 した○

【汎用通信異常】 やコネクタの挿入不良断線､未接続または誤 ･･･す る配ノノ 線修正･･･ノイズによる誤動作通信 ケーブルの接触不良 コネクタを確実 に挿入イイズズ対策配線 源の除去

表 10-1アラーム発生時の点検要項 と対策 
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